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情報処理学会アドバイザリーボードからの提言と
情報処理学会としての対応施策について

２．情報処理学会対応施策

(2) 高度IT人材の資格認定
ITプロフェッショナル委員会の高度IT人材資格検討WGにて、実務レ

ベルのタスクフォースを設置し、制度の詳細設計を行います。制度
設計に当っては、国際的に通用する資格制度となるようにし、必要
に応じてIFIPの資格認定であるIP3（International Professional Practice 
Partnership）認定が取得できるように準備しておきます。高度IT人
材資格検討WGでは、資格制度の位置づけ、インセンティブ、制度
の運営（体制・コスト）などの諸課題の検討を継続して行います。
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i‐Japan戦略2015
第２章分野別の戦略

Ⅰ．三大重点分野

(3) 教育・人財分野

（方策）

２．高度デジタル人財が年間1,500 人必要との経済界からの要請要望や、

諸外国の実例などを考慮して、国際的な視点も取り入れつつ、関係
省庁間で目標を含めた計画を定め、以下の方策を実施することによ
り、高度デジタル人財を安定的、継続的に育成する体制をつくる。

（４）高度デジタル人財の認定・認証

様々な効果測定を経た各種人材評価ツールや開発手法を活用した高
度デジタル人財の認定・認証の仕組みを検討、確立すると共に広く
普及を図る。
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